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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さん、おはようございます。ただいまご紹介に預かりました、信州大学の森です。よろしくお願いいたします。

私が担当させていただくコマは、「大学図書館職員」の「スキルアップ法」です。

サブタイトルに、「ワカルからカワルへ。プロフェッショナルへの成長プロセスを実践しよう」と付けました。

私の今日の目標は、

・皆さんがアンケートに「短期研修を受講して○○がわかった」ではなく、
・「短期研修を受講して、自分はこう変わった！そして、人に話したくなり、「○○をやってみたい」と思ってもらうこと　です。

「ワカル」ための研修から、「カワル」ための研修へ一歩踏み出し、
皆さんがこれから「大学図書館職員」のプロフェッショナルとして成長していくプロセスを考え、
そして実践していただきたいという気持ちをタイトルに込めました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日お話しすることのメニューです。

まず自己紹介。そして、受講生の皆さんの現在を知ること。

このコマのテーマである、スキルアップとは何かを知ること。

これから私たちが生きていく世界の変化と、その中での専門性を持った職業人（つまり、プロフェッショナル）としての関わり方を見ていくこと

プロフェッショナルとは何か？そしてそのための成長プロセスを見ること

最後に、具体的なスキルアップ方法をご紹介し、これから4日間にわたる短研の楽しみ方を見て行きたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1991年に東大に作用されてから、いろいろな大学やNIIなどを渡り歩き、さまざまな業務に携わってきました。

その中でも仕事人生が変わったなと思う転機がいくつかありました。

また、仕事の内容も、既存の枠組みに収まらないことが増えて来たなぁと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一つ目の転機は、東大で情報リテラシーの担当をしていた時です。
時代は、「利用者教育」から「情報リテラシー」の時代への変わっていった頃で、上司は（ご存知の方もいらっしゃるのではないか、と思いますが）、茂出木理子さんでした。

これから「情報リテラシー」を頑張っていく！と燃えていたのですが、いきなり、「情報リテラシーって、頑張れば頑張るほどいらなくなる存在なんじゃない？」と言われてびっくりしたのを覚えています。

つまり、情報リテラシーを身に付けた人が増えれば、教える必要はなくなるし、そもそも教えなくちゃ使えないサービスってどうなの？と問われたんです。
いろいろなやり取りをする中で、情報リテラシーは単にOPACなどのツールの使い方を教えるだけではなく、課題解決能力を身に付けてもらうことなんだということを、当時すでに話題にしていました。

これからは「情報リテラシーだ」となると、こぞってそちらに突っ走るのではなく、ちょっと立ち止まって視点を変えてみる、疑ってみる、考え抜くということを学んだ一年でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第二の転機は、三重大学で機関リポジトリの担当者をしていた時のことです。

機関リポジトリの黎明期は、新しい業務だし、周りに相談できる人はいないし、当時のリポジトリ関係者のコミュニティだった「DRF」のメーリングリストやWikiが頼りで、すごくお世話になりました。

三重大学で機関リポジトリを構築した際は、全ての教授会で説明会を行ったのですが、そのことをMLで報告したときに、当時NIIの課長だった尾城さんが送ってくれたメールがこちらです。

図書館はこれまで、専ら利用者（読者）としての教員（研究者）を相手にしてきたわけですが，IRを推進するにはどうしても発信者（著者）としての教員（研究者）と密接な関係を結ぶ必要があります。
図書館が中心となって機関リポジトリを推進することの図書館にとっての隠れた最大のメリットというか恩恵というか楽しみは，発信者（著者）としての教員（研究者）と身近に接し，そこから，これまでになかった新たな図書館サービスのヒントを得られることではないか。

この、機関リポジトリのだいご味を語った言葉の中に、「あ、仕事のあり方が変わったんだ」「いままさに、パラダイムシフトが起こっているんだ」という感動を覚えたのを覚えています。

このころの経験が、その後、NIIに異動して機関リポジトリ推進の担当者になるきっかけになりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第三の転機は、NIIに異動して機関リポジトリの事業推進の担当になったことです。

機関リポジトリの業務を通じて、全体を俯瞰すること、繋がりをつくること、グローバルスタンダードについて強く意識するようになりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第四の転機は、お茶大に移ってからのことです。

お茶大には初めて管理職として着任したのですが、「図書館入試」の実務を担当したことで、プレイングマネージャとして、教育のプロ、入試や情報などの事務のプロたちとの教職協働や、学生協働の経験をさせていただきました。

また、国公私立大学図書館協力委員会の「研修ありかたWG」で、国公私立を越えた図書館のプロたちと協働することができました。

これらの経験から、「大学の図書館職員は、図書館員である前に、大学の職員であること」を強烈に意識しました。

また、図書館や大学という組織・業界の強みは、個々のプロフェッショナルの強みの総体であって、それは無限大の可能性を持ているんだというのを感じました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、自己紹介兼ねて、この四半世紀を振り返ってきましたが、受講生の皆さんの今は、どのような感じでしょうか？

（ここで、受講生の皆さんのことを考えるのは、こうした研修において、「受講生について知ること」が、鉄則だからなのです！！）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、みなさんは現在、どのような業務を行っていますか？この研修を受講するに当たって、自分の職務を記入していただいたと思いますが、
●京都会場
2～3年	8
3～4年	8
4～5年	5
5～6年	4
6～7年	1
7～8年	2
8～9年	0
9～10年	0
10年以上	2
●東京会場
2～3年	12
3～4年	5
4～5年	3
5～6年	5
6～7年	1
7～8年	2
8～9年	2
9～10年	1
10年以上	3
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、みなさんは現在、どのような業務を行っていますか？
この研修を受講するに当たって、自分の職務を記入していただいたと思いますが、

●京都会場
・全般：	16名	　		
・サービス系：	6名
・管理系：	6名
・システム系：	2名

●東京会場
・全般：	18名	　		
・サービス系：	12名
・管理系：	3名
・システム系：	1名
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、受講生の皆さんの事前アンケートから、実際に担当されている業務のキーワードを拾ってみました。

とても多岐に亘っていますね。

・多岐に亘る職務：職務を全うするために足りないことはありますか？

・現状と理想にギャップがある？⇒スキルアップが必要、ということですね。

　でも、スキルだけで大丈夫なんでしょうか？？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学図書館を取り巻く世界は急激に変化していますが、大学図書館員に必要な知識・技術は、2005年頃にLIPER（ライパー）という研究で体系化されたものが、今でも参照されています。

３つのカテゴリー
・中核となる知識･技術領域
　この時点の「新しいサービス」は「既存」に移行済。電子化の進展で相対的に重要度が下がった事項もあります。
・実現環境の知識・技術領域
　ここに書いてあることに加えて、大学の職員としての知識・スキルも必要ですね。
・汎用的・移転可能な知識・技術領域
　研究調査法や教育関連の知識・スキル、分析力は大幅に強化する必要性があると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そもそも、スキルアップとはどういうことか？

職業人として必要な技術を身に付けるということなのでしょうけれど、そのプロセスをもう少し概念的に捉えてみたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
関係する概念を整理しておきたいと思います。
まずは、知識とスキルの違い。これは、比較的理解しやすいですね。

ところが、『経験からの学習 : プロフェッショナルへの成長プロセス』という本を見てみると、私たちの成長には、知識とスキルのほかに、「信念」が必要だというのです。

知識と信念を見比べると、
「知識」とは、多くの人によって共有された社会的な事実　であるのに対し、
「信念」とは、個人としての理想や価値を含む主観的な特性を持ち、個人の態度や行動を方向付ける高次の認知的要因　と定義づけられています。

そして、「学習」とは、「経験」によって、知識・スキル・信念の3つの要素に変化が生じること
「経験」とは、人間と外部環境との相互作用・・・　なんだか、わかったようなわからないような感じがしますね。　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図で見てみましょう。

皆さんのキャリアの発達段階が、上の方に書いてあります。
就職して数年目、まだ一度も異動したことがないよ、という人は初期段階ですね。

複数の異動を経験して、後輩さんが入ってきたりしている人は、中期段階ですね。

私なんかはもう、後期に入ってきています。

そのそれぞれの段階において、私たちは仕事上の「経験」をしていきます。
その「経験」が、既存の知識、スキル、信念に「修正」や「追加」を施します。この学習プロセスを、アウトプットに繋げていくんですね。

そして、そこには、自分が「なりたい姿」のセルフイメージと、その領域（業種・職種）なりの、「求められる姿」があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ところで、中原淳（東大で、「大人の学びを科学する」をテーマに、企業における人材開発・組織開発について研究している研究者で、2018年4月~立教大学へ）
『人事よ、ススメ! : 先進的な企業の「学び」を描く「ラーニングイノベーション論」の12講』によると、

「経験」は、仕事、他者からの影響、研修・書籍の3つの要素に分けて考えると、

なんと、成長の70％が仕事の経験から説明できるんだそうです。

そして、20％は他者（上司）などの観察とアドバイス。

研修や書籍から得られるのは、たった10％なんですね。・・・研修のために集まった皆さんからすると、これはちょっと残念かもしれません。
でも、考えてみたら、私たちは職業人生の中で、圧倒的に長く、「自分の仕事」と向き合っているわけです。

そして、私たちは組織の中で経験を積んでいるわけですが、
その経験から学ぶ際の要素が3つあって、

１．経験：良い経験にめぐり合うこと
２．学ぶ力：良い経験から多くのことを学ぶ力を持っていること
３．組織：良い経験を積む機会が多く、学ぶ力を養ってくれる組織　こういう3つの要素があるのだそうです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その中でも、「学ぶ力」といのは、まさに「内的要因」です。

事実、同じ経験から、成長する人としない人がいる：違いは経験から学ぶ力の有無です。

そして、学ぶ力のモデルを見ると、
「もっと良いやり方はないだろうか」と、振り返る力
「困難の克服ができる。仕事にやりがいがもてる」楽しむ力
「チャレンジングな課題」を設定し、実際に挑戦する力

に加えて、そこには、「原動力」となる思いと、励ましてくれる人・仲間との繋がり　という要素があるのだそうです。

この図を見ていると、成長の要素に、「知識・スキル」の向上に加えて「信念」があることの意味が、少し見えてくる気がしますね。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、「スキルアップ」というキーワードから、成長プロセスを少し概念的に見てきましたが、私たちを取り巻く世界は今、どうなっているのでしょうか？

専門性をもった職業人（つまり、プロフェッショナル）としての関わり方を見て行きたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今、政府のさまざまな政策を見ていて、「人生100年時代」というキーワードをよく見ますね。

最近、『Life shift (ライフシフト) :100年時代の人生戦略』という本を読みました。
たまたまamazonで見かけて、書名のインパクトに惹かれて、さっそく、電子ブックで買って読んでみました。

レビューで目についたのは、
●人生が長くなると、＜教育＞＜仕事＞＜引退＞の3段階で考えられてきたライフコースは抜本的に考え直されなければならない。
ということと、
●機械化やAIの進歩を受けて雇用はどう変わるのか。予測しづらい変化に対処するための人的ネットワークをいかに構築するべきか。
といった部分です。

日本語版前書きには、「日本では、長寿化の負の側面が話題にされがちだ。この変化を恩恵ではなく、厄災とみなす論調が目立つ。」
この本は、「長寿化の恩恵に目を向け、個人や家族、企業、社会全体の得る恩恵を最も大きくできるかを中心に論じたい。」というコンセプトの下、書かれています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『ライフ・シフト』では、繰り返し、長い人生における学習と教育の重要性を述べます。

大学の学部教育では経験学習の要素が増える、
大学院に進む人や職業訓練を受ける人も多くなる、
学習方法のイノベーションも進む。　と予測します。

また、人生の早い段階だけでなく、もっと後の段階でも教育への真剣な投資が進むだろうと予測します。

なぜなら、雇用環境の変化に対応したり、頭脳を刺激してリフレッシュするために、新しい専門知識を学ぶ必要性が出てくるからだ。

こうした変化は、教育機関と、学術上の能力、職業上の能力の認定方法の多様性を大きく広げる可能性を示唆しています。

→デジタル・テクノロジーは、100年ライフを通して学習し続けるための頼もしい手段になる。　
　　具体例：MOOCｓ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような「人生100年時代」への対応として、経済財政諮問会議は、

「人づくり革命」と銘打って、「教育の機会の確保」「大学改革」の必要性に言及しています。

グローバルに見た地位の低下、必要となる人材の供給不足など、我が国の大学改革は、世界のスピードに遅れている。

受け皿となる大学の抜本改革は喫緊の課題。

国際競争力を持つ大学や特色を持って地域に貢献する大学への統合・再編を促すとともに、外部人材登用の促進、ガバナンス改革などを通じ、社会人育成やIT人材供給など新しいニーズへの対応、地域ニーズに合わせた高等教育機関への転換を図るべき。
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プレゼンテーションのノート
さらに、平成28年度から始まっている「第5期科学技術基本計画」においては、世界に先駆けた「超スマート社会」の実現、
いわゆるSociety5.0を目指す動きが強まっています。

Society5.0というのは、狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新たな社会を生み出す変革を、科学技術イノベーションが先導していくような社会の在り方を意味しているそうです。
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プレゼンテーションのノート
さて、こういった「大学改革」の必要性は、何も最近になって言われ始めたわけではありません。

1996年に出版された『大学改革2010年への戦略』という本では、20年以上前にすでに、現在さかんに言われている「教育概念の転換と学習支援機能の必要性」が指摘されていました。

いわく、創造開発型にあっては、教員による良質の授業と同時に、キャンパスや街にあって学習者の主体的学習を効果的に支援する、組織化され制度化された仕掛けが必要
従来の教育（授業）機能の一部は、学習支援の装置の役割に移管
大学の図書館は、学習者の学習の場として徹底的に利用しつくされなければならない
今日的センスに基づく大胆な再組織化と、新しい学習支援サービス機能の開発が必要
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プレゼンテーションのノート
この本を知ったきっかけは、井上真琴さんが、2014年の長期研修で紹介されていたからなんですが、

教育と教育支援が、完全に内側と外側に分かれていた時代から、学習を主体とする教育を全体的にサポートするような形に移っていく図が示されています。

平成25年に策定された「教育振興基本計画」で、学生の主体的な学びの確立に向けた大学教育の質的転換
　　「学生の主体的な学修のベースとなる図書館の機能強化」という文言が盛り込まれ、（そしてこれは、図書館のことを審議する場以外で図書館が明記されたとても珍しい事例なのですが）、20年前位からすでに言われていたことだったんだということを知って、感慨深いものを感じました。

アクティブ・ラーニング（能動的学修）
	　「教育振興基本計画」（平成25年6月閣議決定）
　　学生の主体的な学びの確立に向けた大学教育の質的転換　「学生の主体的な学修のベースとなる図書館の機能強化」という文言が盛り込まれた
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに研究支援の在り方の変化についても言及があります。

従来の「研究支援機能」は秘書的役割・研究資金申請事務程度

個人研究→共同研究、書斎型→データ重視・コンピュータ、ネットワーク活用型へのシフト。大型化、学際化、国際化、資金の学外依存度増大。マネジメントや研究遂行上のコーディネーションが成否を分け、外部資金の導入のための組織的戦略的アプローチも負荷が大きい

「研究機能」と「研究支援機能」の関係もダイナミックに変化しつつある

これは、現在、URAとして展開していることに、繋がっていますね。
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プレゼンテーションのノート
こうした、大学運営の理エンジニアリングを実現するためには、新しい時代の大学構成員論が必要だと説いています。

理念としては、「職員及び学生の役割の再評価と、大学運営へのコミットメントの深化・拡大」

そしてそのような役割を果たせるような「職員の資質・能力の向上」が、喫緊の課題とされています。

従来の「実務処理能力中心」から、

調査分析・企画立案・コンセプト／ビジョン・メイキングにいたる広範囲な知的活動を担う人材の確保と、高度の専門職業教育を通じた能力の養成へ。
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プレゼンテーションのノート
図書館専門職については、

大学設置基準という文部科学省令に、定められています。

「図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専任の職員を置く」

また、昨年国大図協が策定したビジョン2020では、

「国立大学図書館職員は、これまで培ってきた学術資料に関する専門的知識やメタデータ運用スキル」に「加え」、
新たな知識やスキルを習得することにより
「学術情報流通環境の変化の中で」期待される新たな機能を実現する

と宣言されています。

ではこの、学術情報流通環境の変化、とは具体的にはどういうことでしょうか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筆者が職に就いた 20 余年前，大学図書館は出版 流通の流れの最終地点付近に位置し，図書や雑誌を 外の世界から大学の中へと取り込んでその読者であ る教職員，学生に供する任にあたっていた。印刷物 の集積地がすなわち情報受容の拠点だった。

翻って現在ではインターネットがエーテルのように世界を 満たし，情報は印刷メディアを介さずに伝播する。 大学の外から内へのみならず，内から外へと容易に 情報は流れていく（図1）。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

ちなみにこの図を描いた杉田茂樹さんは長期研修の同期なんですが、Facebookのメッセンジャーというチャットシステムで「今度、短研で話をすることになったんだよ」という話をしました。

私は、自他とも認める、真面目で優等生「的」なタイプで、その割におオッチョコチョイな人間なんですが、万人にとって良いロールモデルになれるかどうか不安だったので、
全く違うタイプの人の意見を持って来てみました。

私が話すことと全く違うこともあれば、共通点もありますね。　

彼の持っている力は、「面白がる力」「周囲を巻き込む力」「思いを形にする力」なんだと思います。

こういうのもありだよね。という一つの事例としてご紹介しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さあ、ここまで、「専門性を持った職業人」を表現するのに、「プロフェッショナル」という言葉を使ってきました。

ここでいうプロフェッショナルとは何か。をもう少し具体的に見ていくことにしたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「DIAMOND ONLINE」というビジネスサイトで、『あなたはプロフェッショナルか、単能工か：大企業の管理職が誤解しがちな「専門性」の意味 より』という記事が気になって読んでみました。

欧米では、たとえば優秀な技術者に、スペシャリストやエキスパートという言葉を使うと、あまりいい顔をされない。

スペシャリストとは単能工を意味する。ある1つの技術なり、工程の専門家だ。エキスパートは、熟練したスペシャリスト、文字どおり、熟練工を意味する。

では、プロフェッショナルというのはどういう存在か。1人で相応の価値を上げることができる人である。価値を上げるということはビジネスができるということにも通じる。技術という範囲で言うのであれば、たとえば「釘が打てる」ではプロとは言えない。「家が作れる」となって初めてプロと言える。
では、1人で家が作れなければプロではないのか。長い時間を掛けて1人でログハウスを作ればプロなのか。もちろん違う。それではビジネスにならない。つまりは、ある一定以上の幅のある技術を習得しているとともに、営業力やマネジメント能力があって、さらにチームビルディングができて初めてプロフェッショナルと呼ばれる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さきほどの記事から、自分が普段「専門」という言葉を使う時に、じつはいくつもの概念を一緒くたにしていたことに気付かされました。

それを解きほぐした例として分かりやすかった。

スペシャリスト：ある工程の専門家
エキスパート：熟練したスペシャリスト
プロフェッショナル：ある一定以上の幅の技術を習得しているとともに、営業力、マネジメント能力を持ち、チームビルディングができる

私たちはどれを目指すべきですか？？

人によっては、スペシャリストやエキスパートを目指したいと思う人もいるでしょう。

でも私は敢えて、ここでいう「プロフェッショナル」を目指してほしいと思います。

もちろん、大前提として、全ての人／職に対するリスペクト　があるのは、当たり前のことではあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　
もう少し、専門的な観点から両者を提議した例を見てみましょう。




[ TonftE] eEHELEEH O

® NACSIS-CATHRETEEEEFED DAL E

vV o ZOY—EXARAZA—KLEDIZI1985ETH B, FNABIVE, H—ERXD
RAER, T—EAR—RDEREKETITHENOEDLODTWEWNEWNDS, BIRE
H—EXEN, LALSTAICOWANABRREAETTINS, EFCv—FTILPEF
TYTIC/HIHETETCOWEVL, MOV ATLAEDT—ZOEENENENEEL L,
(RS A, SETa—NILIZT—2%2E#E LT, WEBETT—42 2 #MHIZ
T— LYYV LTERERETESEAYEYFICAS>TUVWEERRTH D,
C DEFRIZHIS L= IZNACSIS-CAT £ 202052 H 27y TTF— 5. Fh
MNCDEETENDI VI3V THd, AZA— M LTLUERSEROERIZE DD,
T—RADARAF—<, BEAOHA RZA4 Y, Y—EX, B LAGHTNILE
SN EFILEATHD, LML, EShrLT TYITINTIVTaY
1 52 EN, COEEHEDI YL I3 THD,

v HFITAHEIEFKEFOECH >TWEDLITTIEZ WS (HEODEEE 2 EM
HWOL, EHAULHARERELN) . SATLANSBEH. DA ILL. EFv—FIL.
%%Uﬁﬁ#U\U%%D—\ﬂ%%ﬂ—BZ$F\fbf%$#§¢ﬁﬁsﬁ
swigk2sc WAWARTET, ECHAESIEN-TL

LMD MDT NS, TNDNRAEDIE, £x2T05,
[5%] NACSIS-CATREHEZ#R (#4425 LAN0I151] (20179.11) &Y

HIEKE - ZAKBRKDHFEE S TIREEE
SRS | MmEEE



S ENKE | mEREE

TJontE] eEHELEEA O

® NACSIS-ILLOMFZ S X7 A 2HOITOIOHER

LIZIE., EFRLGH,-T=
E L EHRFHZERT (NN Tl ERL16FE4 A M BILL
DATLEEFRALTXHES. BYERICET S <H—ERBAE
FEOREBTH—EREFHITRAIBLLEL i o
ERI6FAR N DELKFDEILRKFEAAND
BATIZEHELG D, ST EIX, ChETOEODSE
HMAITIIGL THELKRFEANASSTTEZE (CRISZE
LR KEHEORFINAKIBIZENIN A EIC
HYET,
SETE. BALFEDEMEA TH--EILKEFERM
DAHTEEHEDHEBRLENITHONTESELA,
ILLX A EEF R EHER T —EXTIL, B, A3L
BT KREFZEDETDHONACSIS-ILLY AT LS TR (NIT)
EEDMAZTIEEELET,

LLXMEEFMEERY —ERX. CORIERARIERL,. ZHEHARD

HED-ODOHEEY—EADTE L. EHLEDRIL-SEILTEDD
EELITRERBZBIRLTLEY,

[H B INACSIS-ILLX B#E B EH £ 5% Y —E X  https://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/about/infoill/offset/



[ TJoHE] 225 LS Q-1

o EEEEZEENOROTEREFABE+RES
ENDAYtE—V@QERNELE

EFEEEFROCHE. HYNESITSNELE, EFICAILERBE KO TERMADETY,

10AOHEMEOHERT., TRENESEHEDOEFMM] EOWOSBETHESETWEELTLE
2> TWET, EAREEZTHINEZLHPT,. MEEBEICEEST

HFB RO ONDEH] X, [BFHIWNGRZETTEDT, ELWERELE

03?1_;‘5&7&@97“’: REEANTEL L] DMIBELZALBGZRODE, 25D26EXT
0N

Bz (X, ZIEER,
OXEEICHITHFAIZHLTERD
FEBIE  NEEZFIIRBITHEH
$32% : 5|
[CDONWTBHLTWD L, 8BAACHAETEREZELDOTEN, 5 —FHHIAAT,
OERHUBICHITHFAIZHLLERD
EI3E  HRANEZE~DEH
FEIE ERZTDOMOHEKREICHITHEESE
F36%  HERMEE L THOERE
[Z2DVWTH, B> TWVWINEEE ST, BYICKREILEBVWEEAN?
(EEPCEFBROBEHTH> T, NEEOEMBEEHTEHLZVWEYYIETTLEDLAEL)

S ENKE | mEREE



[ TJo0AE] ZEFHF LS Q-2

o EFEFEEEMIDIIOTREFABEHEE
EENDA V-V @EKRNELE (%JL%)

COWVWDFBAANTENIEL, TR LKRKODLNBETHADS., TVFIL -
)Y —XREFRALEFRE /FEXEIC, NEENE2EETDHENTED

ALPRLVNERLTUWETS,

HIDZEIF, REDEFEHREF ) 74 2B89 De-learningZskt & % > TH
T. ZFEHEI—XATIE., EREBBIZEITHFABIZHLLEIDMNEICLE > TL
5DEM->T, Sanl<ESIELIIZRY FL1,

SRR IcennBmzRy) rocms>ocend [EERF
BRzmast L, 5L, FEL (TN RALET 5
=OHITELN TR,

SEOZEANRZZTITIEIEE L TEHICEM LT EEEDD, O LE
ZHBEEICEEHEZRTTCOEETAER - - - EERAVET,

S ENKE | mEREE



[ TJoDHAE] ZEFH LS4 Q-3

o EEEEEENLFE O CTEEFTARE +E

Il

\
/

EENDA Y-V @EANEE (HE)

Hisg REHYA: ZITFORIEG?
EMSDANE EFMREEEZERET > A— LT THEED
(W EY L EE - BHLERL) SEEMLETREEOSRTE

BF D XARIZA O'CnREﬂL\?'f‘I’i [T TEZTHBS A

LTHEoL BALERSE AT 1 ERRL TNV

SFARIEIE TcennEmERy) roicESoTrad [SRRF
BREmEL, 5L, RHRL (TEhF) RALT B
=HITfEN N e,

SEOZERNRZZTTIEEE L TEHICEMALTWEEEDD, O LE
CHhDEEHICEEFZRITTCON E=ETNEE LR - - - CEERWVET,

S ENKE | mEREE




[T oA E] 225 LS @-1

I[NZEAGR] @BRDKELFKRE

—RBEEFNRDIXBEHEBEOS LTI F—ILLEZRREE (XR K
SEAR]  BXR ERFEAR] ) OZKEZ
c HIZHIBOZEZMSNTEAL IFREZHER - %R L [IWELGE
BOTFT—2%EFH L., HAVSHILEREEZTHT ] HERAET D
o IZBROBE., §BIEbLLY, ZMEBIZELE (KFEICEWVTH,
HEICEVWTHREDEN) ZHFLEREB->TUFLL (ARHEEER)
o [REHELEZBEHICE>TLR— MMEM. BE]
—\\DNZERT HM?

VEIRARDIEZE-3IDDHE -
. aAvToviE, 2y M IT—=T LDOBERIREESH. KFEDFE
MEELRICEHETEZD L
2. ANBYR—MRFIZEEZ B &
3. BflF. NEEOD T —=—2FaFAO/NNY A0, FIiL—
TTARAY S avETRSIFYITHIZ2E80. NELRE
JIERHTZAH &

S ENKE | MRRERE




[T o0AE] ZEFH LIS @-2

VRIEEAR Y IMNHEY L= &

c 7O X ICHREZIREDE R
« [EMERL YV Fv—|

MELEAR] QBFRDKKXFKRE

FAGRE 1ELND
FELGEEIZBUT,
JOJxzyiarILEH

ELTSETER:?

o [ULR—MERR (BHZFER—#HZE) | OHR—F
VEAFZREE (ARHEE. AOARE. ARE. BLUIF

MERLTVZ—) LEEICEEL. FHOEBRAR.

v

HE|DHEZRRE =L PAN: -
JOSzOMDI7IN) T —E2—HIRE

B O, LEEEO—BE LT,

E=

V KFHEEE

B [BFHEEOLODOBM ) TV —FEEE] oisren)

za M

B ERATILOEAT T

S ENKE | mEREE



VO OSH TN TES Fat e S &y > Ff I |

ODtE] 223 L =54
[ZEAG] 3IO2OEFEEELEH

. . B35
OFEUVDIHZHDIKY: ZERITIE
S—ZUH BV XX VYT HITEREL, 2R <, mEE
DEEXIEBELDO R VNI —HEFEEDDLEY A =15
DGZERHELTEE DFELT

&

QFRITIV—HE: A
*ﬂiﬁiﬂl’%®M\f§§%g$§§ﬁ%bﬁ%5Z§;ﬁ _7.|'—’5f—
DA —F —*(FES SB[ LT&E7: =

SERBEI=S AFEES

=& H

QET7IZKEFEEXIE: BIRE D
X ZE£E KN T{TOTA(Teaching Assistant) i H D FE H7K—
A—ELT, BEEDICTYT S5 —F I DLA(Learning HRENz
Adviser)Z. PHTIVIRAFTIILAEHBDZIEFIES H—E XIZ
LALA(Library Academic Learning Adviser)IZ!)=—a2—7 )L SEFH

S ENKE | mEREE

[ 2 Bk 17218
[ A4 1748
DINSTE
D RER %

A ERT-
FEERELT

E-§=Fa?)
{ERERA{%
NRARIZ
WEBETES-
e


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そもそもなぜ、「図書館入試」を思いついてもらえたのか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では具体的に、アクティブ・ラーニングの技法には、どのようなものがあるのでしょうか。

ここに、代表的なものをあげてみました。

まず、反転授業という考え方があります。

次に、ペアワーク。

次にジグゾー法

最後に、ラウンドロビン
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事前質問より

「図書館職員の専門性」を複数のスキルを包括した概念だけとすると、１人ですべてのスキルを最高レベルまで引き上げることは難しいのではないかと考える。
複数の職員や図書館で、チームとして専門性を高めることは可能か。その際に注意すべきポイントは何か。

→非常に重要なポイント

図書館の中で、あるいは業界全体としての専門性を高める必要がある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『進化論』のダーウィンが、「最も強いものが生き残るのではなく、変化に対応できるものが生き残る」という言葉を残しているのは、有名ですね。


OEMTHEILVSBRLELLIZ, MNEEREA

HBHRINZ |KFEEE] THDHEWVWSEENDE

. KEEE & L TOEMM

1 T

REBEICHFSNDIEMMEEE

<EBFERITOSERRE>

[ V. MEZEBA-2FHREERRL . TORRIZAT-FIREARZERET S

n_u

. V. FRSBEOBEELCHE TH-LREERRL, TOBRICRYMED

-

M. 5Zon-%FZEoDEEEH#TLITD

-

-

(1. 5Aoh-$BEHEBEANTRRICNELEY, FRETX - RELEYTS

I. BZon =XM% ERRE - TLERICALET S

(L . —

-

<KOLNDEEND> MG, HEE(RTIL)  BEZEADIERELTELDS

& M LAY, RS ~ LEGEEA OB, BUEECT SRV EMR
& HHEE  FMOIE-BE -S4, MENEE ., E<H XEER. BRBEARD F

& [BE . B FED. RES, RS EEEE., thELORE. thE~DIE F

21

gﬁdﬂjﬁ | RS () SR ERIELAFEIASTEREAEERE BIREEASELDIERELERDEE](2018.7.30)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
とても当たり前で、とても大切なこと。基本の流れは押さえておきましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同じ経験から成長する人としない人がいる：違いは経験から学ぶ力

良い経験は、常に与えられるものではない。自ら獲得するもの。

はじめに話した「組織の中で経験から学ぶ際の3つの要素のうち、「良い経験にめぐり合うこと」が、外的要因であると同時に、内的要因であると言ったのは、このことを意味する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
�　http://www.chiba-u.ac.jp/general/publicity/press/files/2015/20150819.pdf �本学アカデミック・リンク・センターが教育関係共同利用拠点（拠点類型：大学の教職員の 組織的な研修等の実施機関、認定期間：平成 27 年 7 月 30 日～平成 29 年 3 月 31 日）として、 文部科学大臣より認定されました。 
拠点認定を受けて、アカデミック・リンク・センターは、これからの大学に必要とされる新 たな専門的職員として、「高度な実践力」と「体系された関連知見」と「新しい教育の開発・企 画力」を有する教育・学修支援専門職の確立と養成を行います。 アカデミック・リンク・センターが養成する「教育・学修支援専門職」は、大学教育の質的 向上を進めるために、現在、中央教育審議会等でその必要性が議論されている大学における「専 門的職員」の在り方に対する千葉大学による具体的提案です。 
今後、アカデミック・リンク・センターは、教育関係共同利用拠点として下記の取り組みを 推進していきます。 
（１）教育・学修支援専門職に必要な能力ルーブリックの開発と段階的研修プログラムの構築
（２）専門職養成のための実践的 SD（スタッフ・ディベロップメント）教育プログラムの運営
（３）専門職養成の全国拠点としての情報発信と専門職ネットワーク形成の推進
　 　https://alc.chiba-u.jp/ALPS/files/booklet_vol2.pdf
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新しいタイプの図書館員
・アセスメントライブラリアン：図書館にかかわる様々なデータを分析し、ニーズ把握や運営方針のための根拠を提供する (大学運営におけるURAのような存在？)
・エンベディッド・ライブラリアン（embedded librarian）：利用者が活動する場で情報サービスを提供する
・ブレンディッド・ライブラリアン（blended librarian）：
図書館情報学，教育工学，教育方法論の知識や技能を兼ね備える
コミュニティの関係者との連携や交流をもとに，コミュニティのニーズを明らかにし，コミュニティにカスタマイズした学習支援を提供

この文章を読んで思い出したのは、ヨーロッパに行った時で�-----------�むこうの人「おまえは何の仕事をしている？」�みすみ　　「ライブラリアンだ」�むこうの人「何ライブラリアンだ？」�みすみ「え？」�むこうの人「システムライブラリアンとかサブジェクトライブラリアン�　　　　　　とか、おまえの専門はなんだ？�みすみ　　「・・・・」�-----------�グローバルスタンダードでは、「ライブラリアン」というだけでは、専門職じゃない、ということを痛感いたしました。しかしそれは、図書館だけでは�なく日本のキャリアシステムがそうなっているので難しい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
短期研修は、皆さんの先輩が、よりよい研修を作るためにブラッシュアップして来たプログラム。

短期研修は
「経験から学ぶ力」が身に付けられるプログラム

各論の講義、グループワークを通じて「ワカルからカワルへ」
プロフェッショナルへの成長プロセスを実践するための一歩を踏み出してください
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